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大里広域市町村圏組合介護保険特別会計決算
　平成17年度大里広域市町村圏組合介護保険特別会計の決算が確定しましたので、主な内
容についてお知らせします。
　歳入総額は145億41万円で対前年度比9.0％増、歳出総額は144億6,012万円で、対前年度比
9.3％増となりました。なお、平成17年度の歳入歳出差引残額は4,029万円です。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆大里広域市町村圏組合　3５０１-１３３０

歳入

　


歳　入　項　目

第１号被保険者保険料

市町負担金

国庫負担金

支払基金負担金

県負担金

その他

　　
合　　　
計

歳　入　額
　

22億3,498万円

21億8,178万円

35億


263万円

44億8,550万円

17億7,451万円

3億2,101万円

145億




41万円

　






歳　出　項　目

総務費

居宅介護給付費

施設介護給付費

居宅介護支援給付費

特定入所者介護サービス費

高額介護サービス費

審査支払手数料

その他

　　


合　　　　
計

歳　出　額　

4億1,147万円

75億4,179万円

57億9,058万円

2億5,000万円

1億9,976万円

1億2,341万円

2,062万円

1億2,249万円

144億6,012万円

3億2,101万円（2.2％）
その他　　　　　 22億3,498万円（15.4％）

第１号被保険者保険料

21億8,178万円
（15.1％）
市町負担金

35億263万円（24.2％）
国庫負担金

44億8,550万円
（30.9％）
支払基金負担金

17億7,451万円
（12.2％）
県負担金　　

1億2,341万円（0.9％）
高額介護サービス費

4億1,147万円（2.8％）
　　　総務費



75億4,179万円
　　　　（52.2％）
居宅介護給付費

歳出57億9,058万円
（40.0％）
施設介護給付費

2億5,000万円（1.7％）
居宅介護支援給付費

1億9,976万円（1.4％）
特定入所者介護サービス費

2,062万円（0.1％）
審査支払手数料

1億2,249万円（0.9％）
その他

■歳入 ■歳出

市有地公売のお知らせ
　船木台地区内の市有地を公売します。

　公売する区画、価格など詳しくは、市

報２月号でお知らせします。

　お問合せは下記までお願いします。

　　　　◆大里行政センター総務税務課
　　　　　　　　　　　3０４９３-３９-０３１２

　 公売物件
　　 不動産の所在　　熊谷市石原二丁目地内
　　 財 産 種 別　　土地（１筆）
　　 地 目・現 況　　宅地（市街化区域）　
　　 公 簿 面 積　　113.70㎡
　　 見 積 価 額　　5,500,000円
　　 公売保証金　　550,000円

◎入 札 日　１月30日（火）
◎入札時間　14時～14時15分
◎入札場所　熊谷市役所 603会議室（東）
◎公売案内　公売手続、公売財産の詳細などを記載
　した「公売案内」を納税課で配付しています。
　また、市ホームページでもお知らせしています。
※公売を中止する場合がありますので、入札前に下記へ
   お問合せください。          ◆納税課　3内線533 

差押え不動産を公売します
　市では、市税の滞納処分として
差押えをした不動産を入札によ
り売却（公売）します。

至行田

至東松山
至森林公園

国道17号線

JR高崎線

至
深
谷

至
鴻
巣

至
吉
見

東平北交差点

郵便局
　　〒

大里行政センター
国
道
407号

線

胄山バス停

久
下
橋

大
芦
橋

荒
川
大
橋

荒川

吹上駅熊谷駅

船木台地区

不動産を
 公 売
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■特別会計　歳入歳出予算の執行状況

■一般会計　歳入歳出予算の執行状況







歳

入

区

分

市税

地方譲与税

利子割交付金

配当割交付金

株式等譲渡所得割交付金

地方消費税交付金

ゴルフ場利用税交付金

自動車取得税交付金

地方特例交付金

地方交付税

交通安全対策特別交付金

分担金及び負担金

使用料及び手数料

国庫支出金

県支出金

財産収入

寄附金

繰入金

繰越金

諸収入

市債

　　合　　　

計

予算現額（千円）

26,371,796　

2,144,900　

130,069　

46,769　

46,423　

1,599,566　

34,343　

597,697　

815,495　

2,502,457　

44,300　

827,944　

869,009　

3,925,038　

1,874,221　

49,591　

3,071　

1,356,330　

1,222,315　

2,537,317　

3,136,300　

50,134,951　

収入済額（千円）

14,394,879　

921,213　

33,173　

34,885　

221　

1,083,308　

17,189　


224,532　


　815,495　


1,718,443　


30,176　


350,796　


475,540　


1,468,778　


368,147　


35,533　


6,013　


500　


2,378,316　


343,066　


0　


24,700,203　

執行率（％）

54.6




42.9




　25.5




74.6




0.5




67.7




50.1




37.6





100.0




68.7




68.1




42.4




54.7




37.4




19.6




71.7




195.8




0.0




194.6




13.5




0.0




49.3




一
般
会
計
　︵
歳
入
︶


歳

出

区

分

議会費

総務費

民生費

衛生費

労働費

農林水産業費

商工費

土木費

消防費

教育費

公債費

予備費

　合　　計

予算現額（千円）

541,457　

5,700,533　

15,251,054　

4,752,666　


453,373　


1,113,943　


1,153,288　


7,269,634　


2,376,616　


5,463,633　


6,009,234　


49,520　


50,134,951　

支出済額（千円）

256,591　

2,052,363　

5,528,760　

1,957,627　

392,658　

353,940　

645,375　

1,621,876　

1,208,481　

2,180,600　

2,146,519　

0　

18,344,790　

執行率（％）

47.4　

36.0　

36.3　

41.2　

86.6　

31.8　

56.0　

22.3　

50.8　

39.9　

35.7　

0.0　

36.6　

一
般
会
計
　︵
歳
出
︶

平成18年度上期財政事情の公表
平成18年度予算の上期における執行状況のあらましをお知らせします。 ◆財政課　3内線240

熊谷市職員採用試験

（平成１８年４月１日～９月３０日）

　　　会　　計　　区　　分

国民健康保険

市営競輪

下水道

公共用地先行取得

駐車場事業

老人保健

熊谷都市計画事業土地区画整理事業

農業集落排水事業

　　　　合　　　　　



計

予算現額（千円）

16,927,916　

1,324,721　

4,612,242　

471,945　

252,601　

13,685,821　

1,064,036　

300,907　

38,640,189　

収入済額（千円）

6,086,898　

1,007,646　

556,362　

0　

13,703　

5,183,759　

51,891　

11,178　

12,911,437　

執行率（％）


36.0



76.1



12.1



0.0



5.4



37.9



4.9



3.7



33.4



執行率（％）

39.8



76.6



31.8



4.9



19.6



40.0



24.7



19.0



39.1



支出済額（千円）

6,745,157　

1,014,401　

1,468,344　

23,058　

49,396　

5,477,001　

262,382　

57,109　

15,096,848　

特
別
会
計


︵
歳
入
・
歳
出
︶

■第１次試験
　申込受付期間　１月９日（火）～12日（金）
　　　　　　　　８時30分～17時15分
　試　験　日　１月28日（日）
　試 験 会 場　熊谷市役所 ほか
　試 験 内 容　教養試験、作文試験、専門試験（幼稚園
　　　　　　　　教諭）、適性検査（技能労務職）
■その他
　・申込書の配布および受付は、職員課（市役所３階）で行
　　います。
　・郵送による申込書の請求は、封筒に「採用試験申込書
　　請求」と朱書きし、また、宛先明記をした返信用封筒
　　（角２型）１２０円切手を貼ったものを同封してください。
　・添付書類として写真（縦４cm×横３cm）２枚を用意して
　　ください。
　　幼稚園教諭を希望する方は、添付書類として成績証明
　　書が必要です。また、幼稚園教諭免許を有する方は、
　　免許状の写しを提出してください。
　・申込時に提出書類の確認等の時間を設けますので、必
　　ず本人が直接申込んでください。
　・提出書類は一切返却しません。
　・郵送による申込受付はできません。
　　　　　　　　　　　　　　　◆職員課　3内線236

■募集職種等
幼稚園教諭

　※幼稚園教諭免許を有する方または平成19年３月31日ま
　　でに取得見込みの方に限ります。

技能労務職
　　　（ごみ収集・運搬業務、し尿処理施設の機械運転業務 等) 

　※技能労務職については、業務内容ごとの募集は行わず、
　　一括して採用試験を行います。

●両職種とも、地方公務員法第16条の欠格条項に該当する
　方は、受験できません。

昭和46年４月２日以降生まれの方
ただし、義務教育課程を修了した
方に限ります。



募集人員

若　干　名



試験区分

大学卒程度

短大卒程度

高校卒程度

受　　験　　資　　格

昭和55年４月２日～
昭和60年４月１日生まれの方

昭和58年４月２日～
昭和62年４月１日生まれの方



募集人員

若　干　名



試験区分

大学卒程度

短大卒程度

受　　験　　資　　格

は
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学
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備
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は
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等
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校
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等
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学
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※
合
否
の
結
果
が
未
決
定
で
も
応

　
募
で
き
ま
す
。

貸
与
額
　
①
高
等
学
校
・
専
修
学

　
校
高
等
課
程
・
高
等
専
門
学
校

　
⋯
25
万
円
以
内

　
②
大
学
︵
短
大
を
含
む
︶・
専
修

　
学
校
専
門
課
程
⋯
50
万
円
以
内

返
済
方
法
　
平
成
19
年
10
月
か
ら
、

　
原
則
と
し
て
高
等
学
校
等
に
つ

　
い
て
は
30
か
月
で
、
大
学
等
に

　
つ
い
て
は
42
か
月
で
毎
月
返
済

応
募
期
間
　
１
月
11
日
︵
木
︶〜
２

　
月
20
日
︵
火
︶
︵
土
・
日
曜
日
、

　
祝
日
を
除
く
︶

条
件
　
①
市
内
に
６
か
月
以
上
居

　
住
し
て
い
る
方
　

　
②
市
税
︵
国
民
健
康
保
険
税
を

　
含
む
︶
を
完
納
し
て
い
る
方

　
③
入
学
準
備
金
の
調
達
が
困
難

　
な
方

　
④
ほ
か
に
入
学
準
備
金
に
相
当

　
す
る
も
の
を
借
り
て
い
な
い
方
　

　
⑤
次
の
要
件
等
を
備
え
た
保
証

　
人
を
立
て
ら
れ
る
方

保
証
人︵
１
人
︶
　
①
市
内
に
６
か

　
月
以
上
居
住
し
て
い
る
方
︵
た

　
だ
し
、


市
長
が
認
め
た
場
合
は

　
特
例
も
あ
り
ま
す
︶

　
②
独
立
の
生
計
を
営
み
、
満
20

　
歳
以
上
の
方
　

　
③
市
税
︵
国
民
健
康
保
険
税
を

　
含
む
︶
を
完
納
し
て
い
る
方

※
募
集
要
項
や
応
募
申
請
書
な
ど

　
は
教
育
総
務
課︵
市
役
所
６
階
︶

　
ま
た
は
教
育
委
員
会
大
里
事
務

　
所
・
妻
沼
事
務
所
に
あ
り
ま
す
。

◆
教
育
総
務
課
　
3
内
線
５
１
７


　
育
英
資
金
は
、
高
等
学
校
・
高

等
専
門
学
校
・
専
修
学
校
高
等
課

程
・
大
学︵
短
大
を
含
む
︶・
専
修

学
校
専
門
課
程
に
入
学
予
定
、
在

学
す
る
方
に
お
貸
し
す
る
奨
学
金

で
す
。

貸
与
額
　
①
高
等
学
校
・
高
等
専

　
門
学
校
・
専
修
学
校
高
等
課
程

　
⋯
月
額
１
万
円
以
内

　
②
大
学︵
短
大
を
含
む
︶・
専
修

　
学
校
専
門
課
程
⋯
月
額
３
万
円

　
以
内



返
済
方
法
　
貸
与
終
了
後
６
か
月

　
を
経
て
か
ら
貸
与
月
額
の
２
分

　
の
１
以
上
を
毎
月
返
済


応
募
期
間
　
２
月
１
日
︵
木
︶
〜
４

　
月
５
日
︵
木
︶
︵
土
・
日
曜
日
、

　
祝
日
を
除
く
︶

条
件
　
①
市
内
に
６
か
月
以
上
居

　
住
し
て
い
る
世
帯
の
方

　
②
成
績
優
秀
、
品
行
方
正
、
健

　
康
で
学
業
に
支
障
の
な
い
方

　
③
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
、
学

　
資
支
出
の
困
難
な
世
帯
の
方

保
証
人︵
２
人
︶
　
①
保
護
者

　
②
市
内
に
居
住
し
、
独
立
の
生

　
計
を
営
む
満
20
歳
以
上
の
方

　
︵
た
だ
し
、市
長
が
認


め
た
場
合

　
は
特
例
も
あ
り
ま
す
。︶


※
募
集
要
項
や
応
募
申
請
書
な
ど

　
は
教
育
総
務
課︵
市
役
所
６
階
︶

　
ま
た
は
教
育
委
員
会
大
里
事
務

　
所
・
妻
沼
事
務
所
に
あ
り
ま
す
。

◆
教
育
総
務
課
　
3
内
線
５
１
７


児
童
扶
養
手
当
制
度

　
手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

方
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
18
歳
に
達
し
た
日
以
降
の
最
初

の
３
月
31
日
ま
で
の
子
ど
も
︵
障

害
の
あ
る
子
ど
も
に
つ
い
て
は
20

歳
未
満
︶
を
育
て
て


い
る
母
親
ま

た
は
養
育
者
で
す
。

・
父
母
が
離
婚


・
父
が
死
亡


・
母
が
未
婚
で
出
産
し
、父
と
生
計

　
が
別
︵
認
知
さ
れ
て
い
て
も
可
︶


・
父
が
重
度
の
障
害
の
状
態
に
あ
る


・
父
に
１
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い
る

・
父
が
１
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る

※
た
だ
し
、
次
の
場
合
に
は
受
け

　
ら
れ
ま
せ
ん
。

・
申
請
す
る
方
が
老
齢
福
祉
年
金

　
以
外
の
公
的
年
金
を
受
け
る
こ

　
と
が
で
き
る
と
き


・
子
ど
も
が
父
ま
た
は
母
の
死
亡

　
に
つ
い
て
支
給
さ
れ
る
公
的
年
金

　
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
き


・
子
ど
も
が
父
に
支
給
さ
れ
る
公

　
的
年
金
の
額
の
加
算
対
象
と
な

　
っ
て
い
る
と
き


・
子
ど
も
が
児
童
福
祉
施
設︵
母
子

　
生
活
支
援
施
設
お
よ
び
通
園
施

　
設
を
除
く
︶に
入
所
し
て
い


る
と
き

◆
こ
ど
も
課
　
3
内
線
２
８
９


◆
大
里
行
政
セ
ン
タ
ー
福
祉
課

◆
妻
沼
行
政
セ
ン
タ
ー
福
祉
課

 

土
曜
日
も
一
部
業
務
を

 

行
い
ま
す

︻
１
月
の
開
庁
日
︼

　
６
・
13
・
20
・
27
日

︻
取
扱
時
間
︼

　
８
時
30
分
〜
17
時
15


分

︻
取
扱
場
所
︼

　
市
役
所

　
大
里
行
政
セ
ン
タ
ー

　
妻
沼
行
政
セ
ン
タ
ー

︻
取
扱
業
務
︼

・
住
民
票
の
写
し
・
証
明
書
の

　
発
行
業
務

・
印
鑑
登
録
業
務

・
税
関
係
の
証
明
書
の
発
行

　
業
務

・
市
税
の
収
納
業
務

◆
行
政
改
革
推
進
室

　
　
　
　
　
　
3
内
線
２
１
６

交
通
遺
児
就
学
支
度
金

　
　
　
　
　
　
支
給
制
度

　
平
成
19
年
４
月
に
小
・
中
学
校

へ
入
学
さ
れ
る
交
通
遺
児
を
養
育

し
て
い
る
方
に
就
学
支
度
金
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

対
象
者
　
市
内
に
住
所
を
有
し︵
１

　
年
以
上
居
住
し
て
い
る
方
︶
、
交

　
通
事
故
に
よ
り
父
も
し
く
は
母
、


　
ま
た
は
両
親
を
亡
く
さ
れ
た
児

　
童
を
養
育
し
て
い
る
方

支
給
額
　
児
童
１
人
に
つ
き
１
万
円

申
請
方
法




申
請
書
に
事
故
証
明
書

　
を
添
付
し
て
、こ
ど
も
課
︵
市
役
所

　
２
階
︶へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い︵
申

　
請
書
は
こ
ど
も
課
に
あ
り
ま
す)

。


受
付
期
間
　
２
月
13
日
︵
火
︶
〜
３

　
月
12
日
︵
月
︶

◆
こ
ど
も
課
　
3
内
線
２
８
９
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市
政
情
報

　４月に小・中学校に入学するお子さんのいる家

庭には、１月末までに教育委員会から「入学通

知書」をお送りします。

　この通知書は、入学式に持参していただきます

ので保管しておいてください。

　なお、右の場合には学校教育課までご連絡くだ

さい。

①入学通知書が届かないとき


②国立、県立または私立の小・中学校へ入学すると

　き（入学許可書が必要）


③病気・その他の理由で入学を遅らせたいとき

④外国籍の方で市立の小・中学校へ入学を希望す

　るとき


　　　　　　　　◆学校教育課　3内線３８５

　小・中学校については、住民登録に基づいて指定

していますが、下記の事情等により就学校を変更

することが可能となりますのでご相談ください。　　

１
転　居

①学期の途中で転居した場合で、転居後も転居前

　の学区の小学校または中学校に就学することを

　希望するとき

➡学期終了までの間（児童・生徒またはその兄も

　しくは姉が小学校６学年または中学校３学年に

　在学している場合は、当該学年に在学する者が

　卒業するまでの間）

②近い将来に転居することが確実である場合で、

　あらかじめ転居先の学区の小学校または中学校

　に就学することを希望するとき

➡転居の日までの間（賃貸借・新築に係る事実を

　証する書類が必要）


２
家庭の事情　　　

①保護者が「共働き」であるため、児童・生徒の

　帰宅時に家庭が留守である等の理由
により、当該

　保護者の勤務先、また、児童が下校後に帰る学童

　クラブ、あるいは、祖父母宅等がある学区の小学

　校または中学校に就学することを希望するとき

➡留守家庭等の状態が解消されるまでの間（許可

　後１年を経過するごとに更新が必要）


②家庭の事情により現実の居住地に住民票の異動が

　できない状態にあるが、本市内に居住しているこ

　とが明らかである場合で、現に居住する学区の小

　学校または中学校に就学することを希望するとき

➡住民登録が行われるまでの間（許可後１年を経

　過するごとに更新が必要）

③現在、加入している自治会の関係で就学の変更

　を希望するとき

➡自治会に加入している期間　


３
その他教育的配慮　

　病弱、不登校、いじめ等により就学校を変更す

　ることでよりよい学習環境になる場合　　


➡適当と認める期間

　　　　　　　　◆学校教育課　3内線３８５

　下表の地域にお住まいのお子さんにつきましては、小学校

を選択することができます。選択校を希望する方で、手続き

をされていない方は、学校教育課までお問合せください。

　　　　　　　　　　　　　◆学校教育課　3内線３８５

就学校の変更を希望するとき

小・中学校の入学通知書をお送りします

通学区域の規制緩和を実施しています

赤城町１丁目

赤城町３丁目

箱田

上之

佐谷田

拾六間

熊谷南小学校

熊谷東小学校


久下小学校

桜木小学校


籠原小学校


石原小学校

成田小学校

佐谷田小学校

三尻小学校



全地域



全地域

・12～63、71～75

・1943-1・9、1944～1950（1945-2、1947-3、1950-2・4・5を除く）、1954


・2497-1・6、2498～2501、2503～2504、2511～2513

・2554～2585

・2656～2701、2712-2（2656-6・8、2676-3、2677-3、
2678-2、2680-2を除く）

・2746～2773-1（2769-2・3を除く）、2791-1、2792-1、2793-1

・2805-1～2899（2805-3、2806-3、2808-2を除く）

・2900～2972-5（2962-2・3、2963-2・3、2964-2～8、
2965-3、

　2967-1・3・4・5、2972-2・3を除く）

・3030-1～3041-3（3030-3、3031-
2・3、3033-2・3、
3034-
2を除く）

・3988-1・3

・4000-2、4001-1、4002-1～4002-24（4002-5、4002-6、4002-15を除く）

・4004-2・5・6、4008-2～4008-7（4008-3を除く）

・4009-1、4010～4029、4037～4048、4057～4060

・605-2・10、607、607-13

・927～951（937-3を除く）、955～956、958～959

地　名　　　　　　地　　　　　　　　　


番　　　　　

指
定
校　選

択

校

　熊谷市在住の松本拓也
君（１２）は、「拡張型心筋
症」という難病と闘って
います。心臓の移植手術
をアメリカで受けなけれ
ばなりませんが、移植手
術には膨大な費用がかか
ります。拓也君（たっくん）を救うため、
皆様の温かいご支援をお願いします。

◆「たっくんを救う会」事務局（浅井）
　3521-8152　FAX521-8155

募金の振込先（口座名「たっくんを救う会」）

郵 便 振 替　
００１００-５-４２８１４３

埼玉りそな銀行　熊谷支店　　
(普)4957399

三井住友銀行　熊谷支店　　　
(普)4212926

みずほ銀行　熊谷支店　　　　
(普)2229727

埼玉縣信用金庫　本店営業部　
(普)5749858

中央労働金庫　熊谷支店　　　
（普）5932911

募金目標額　7,000万円

まつもとたく  や

たっくんを救う募金にご協力を

ホームページ http://web.mac.com/takkunosukuukai
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●
熊
谷
市
役
所



3
０
４
８-

５
２
４-

１
１
１
１
　
●
大
里
行
政
セ
ン
タ
ー



3
０
４
９
３-

３
９-

０
３
１
１
　
●
妻
沼
行
政
セ
ン
タ
ー



3
０
４
８-

５
８
８-

１
３
２
１

お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除

熊
谷
税
務
署
か
ら
の

　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ

所
得
税
の
還
付
申
告
・

　
年
金
受
給
者
申
告
相
談

高
齢
者
の
税
法
上
の

　
　
障
害
者
控
除
の
認
定

給
与
支
払
報
告
書
の

　
提
出
を
お
願
い
し
ま
す

償
却
資
産
申
告
書
の

　
　
　
提
出
は
お
早
め
に

　
平
成
18
年
中
に
介
護
保
険
に
よ

る
要
介
護
認
定
を
受
け
て
、
お
む

つ
を
使
用
さ
れ
て
い
る
方
が
、
確

定
申
告
で
医
療
費
控
除
を
受
け
る

場
合
に
は
、医
師
が
発
行
す
る﹁
お

む
つ
使
用
証
明
書
﹂に
代
え
て
、保

険
者︵
大
里
広
域
市
町
村
圏
組
合
︶

が
発
行
す
る
﹁
お
む
つ
使
用
確
認

書
﹂
で
も
医
療
費
控
除
の
対
象
と

認
め
ら
れ
ま
す
。た
だ
し
、次
の
要

件
を
満
た
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

・
平
成
18
年
中
に
要
介
護
認
定
を

　
受
け
て
い
る
こ
と
。

・
要
介
護
認
定
の
た
め
の
主
治
医

　
意
見
書
で
、寝
た
き
り
状
態
に
あ

　
る
こ
と
、お
よ
び
尿
失
禁
の
発
生

　
可
能
性
が
確
認
で
き
る
こ
と
。

・
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
を
受

　
け
る
の
が
、
２
年
目
以
降
で
あ

　
る
こ
と
︵
初
め
て
の
方
は
、
医

　
師
が
発
行
す
る
﹁
お
む
つ
使
用

　
証
明
書
﹂
が
必
要
で
す
。︶

◆
大
里
広
域
市
町
村
圏
組
合


介
護

　
保
険
課



3
５
０
１-

１
３
３
０

　
身
体
障
害
者
手
帳
等
の
交
付
を

受
け
て
い
な
く
て
も
、
65
歳
以
上

で
６
か
月
以
上
ね
た
き
り
の
方
等

は
、
税
法
上
の
障
害
者
控
除
の
対

象
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
場
合
、
市︵
福
祉
事
務
所
︶

の
障
害
者
控
除
対
象
者
の
認
定
を

受
け
る
事
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
左
記
へ
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

◆
長
寿
い
き
が
い
課

　
　
　
　
　
　
　
3
内
線
２
８
０

　
年
金
受
給
者
等
を
対
象
に
所
得

税
還
付
申
告
相
談
を
次
の
と
お
り

行
い
ま
す
。

　
医
療
費
控
除
等
に
よ
る
還
付
申

告
を
さ
れ
る
方
も
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
な
お
、
住
宅
借
入
金
等
特
別

控
除
に
よ
る
還
付
申
告
に
つ
い
て

は
行
い
ま
せ
ん
。

と
き
　
２
月
５
日︵
月
︶〜
９
日︵
金
︶

と
こ
ろ

　
市
役
所
　
１
階
ロ
ビ
ー
北
側

　
大
里
行
政
セ
ン
タ
ー
　
１
階
相
談
室

　
妻
沼
行
政
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
２
階
２
０
１
会
議
室

受
付
時
間
等
　
９
時
〜
12
時

　
　
　
　
　
　
13
時
〜
16
時

持
参
す
る
も
の

①
給
与
や
年
金

　
　
等
の
源
泉
徴
収
票︵
原
本
︶

　
②
国
民
健
康
保
険
・
国
民
年
金
・

　
　
生
命
保
険
等
の
支
払
証
明
書

　
③
医
療
費
の
領
収
書
︵
保
険
金

　
　
等
で
補
て
ん
さ
れ
た
場
合
に

　
　
は
、そ
の
金
額
が
わ
か
る
も
の
︶

　
④
印
鑑

　
⑤
本
人
名
義
の
預
貯
金
の
金
融

　
　
機
関
支
店
名
・
口
座
番
号
が

　
　
わ
か
る
も
の

※
確
定
申
告
書
に
添
付
す
る
医
療

　
費
の
明
細
書︵
封
筒
︶を
、
市
民

　
税
課︵
市
役
所
２
階
︶・
大
里
行

　
政
セ
ン
タ
ー
・
妻
沼
行
政
セ
ン

　
タ
ー
に
も
備
え
て
あ
り
ま
す
の

　
で
、医
療
費
控
除
を
受
け
ら
れ
る

　
方
は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。な
お
、

　
医
療
費
控
除
を
受
け
ら
れ
る
方

　
は
必
ず
医
療
費
の
明
細
書
を
作

　
成
し
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
市
民
税
課
　
3
内
線
２
４
７

◆
大
里
行
政
セ
ン
タ
ー
総
務
税
務
課

◆
妻
沼
行
政
セ
ン
タ
ー
総
務
税
務
課

　
平
成
18
年
分
の
提
出
期
限
は
１

月
31
日︵
水
︶で
す
。
お
早
め
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
総
括

表
に
つ
い
て
は
、
市
で
配
付
し
た

も
の
を
ご
使
用
く
だ
さ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
年
の
途
中

で
退
職
し
た
者
に
係
る
30
万
円
以

上
の
給
与
支
払
報
告
書
も
必
ず
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
市
民
税
課
　
3
内
線
２
４
４

確
定
申
告
受
付
の
ご
案
内

　
平
成
18
年
分
の
所
得
税
の
確
定

申
告
は
、
３
月
15
日
︵
木
︶
ま
で

で
す
。

　
今
年
の
確
定
申
告
期
間
中
は
平

日
︵
月
〜
金
曜
日
︶
以
外
で
も
２

月
18
日
︵
日
︶と
25
日
︵
日
︶の
２
日

間
に
限
り
、
確
定
申
告
の
相
談
・

申
告
書
の
受
付
を
行
い
ま
す
。

◆
熊
谷
税
務
署

　
　
　
　

3
５
２
１-

５
６
４
９

　
平
成
19
年
１
月
１
日
現
在
、
市

内
に
事
業
用
資
産︵
償
却
資
産
︶を

所
有
し
て
い
る
方
は
、償
却
資
産
申

告
書
を
１
月
31
日︵
水
︶ま
で
に
資

産
税
課︵
市
役
所
２
階
︶へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

◆
資
産
税
課
　
3
内
線
２
５
２

◆
大
里
行
政
セ
ン
タ
ー
総
務
税
務
課

◆
妻
沼
行
政
セ
ン
タ
ー
総
務
税
務
課

　
公
図
の
修
正
の
た
め
、
２
月
５

日
︵
月
︶か
ら
23
日
︵
金
︶ま
で
、
市

内
全
域
の
公
図
が
閲
覧
で
き
な
く

な
り
ま
す
。

◆
資
産
税
課
　
3
内
線
２
５
０

◆
大
里
行
政
セ
ン
タ
ー
総
務
税
務
課

◆
妻
沼
行
政
セ
ン
タ
ー
総
務
税
務
課
　

交
通
遺
児
等
援
護
金
の
給
付

　
埼
玉
県
交
通
安
全
対
策
協
議
会

で
は
県
民
の
方
を
対
象
に
、
交

通
遺
児
等
援
護
金
を
給
付
し
て
い

ま
す
。

給
付
対
象
遺
児
　
乳
幼
児
お
よ
び

　
小
・
中
学
校
、高
等
学
校
な
ら
び

　
に
各
種
学
校
等
に
在
学
す
る
昭

　
和
63
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

　
れ
た
交
通
遺
児
等
で
、次
の
い
ず

　
れ
か
に
該
当
す
る
方
、あ
る
い
は

　
同
世
帯
の
方

　
①
高
等
学
校
交
通
遺
児
授
業
料

　
　
減
免
対
象
者

　
②
児
童
扶
養
手
当
対
象
者

　
③
生
活
保
護
世
帯

　
④
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
ま

　
　
た
は
均
等
割
の
み
納
付
世
帯

給
付
額
　
遺
児
１
人
に
つ
き
年
額

　
５
万
円

給
付
時
期
　
平
成
19
年
４
月
末
日

申
請
書
類
　
こ
ど
も
課
︵
市
役
所

　
２
階
︶・
学
校
等
に
あ
る
申
請
書

　
と
、
し
お
り
を
参
照
し
て
く
だ

　
さ
い
。

提
出
期
限
お
よ
び
提
出
先
　
１
月

　
末
日
ま
で
に
、み
ず
ほ
信
託
銀
行

　
浦
和
支
店
に
郵
送
ま
た
は
持
参
。

◆
埼
玉
県
交
通
安
全
対
策
協
議
会

　
　
　
　



︵
県


交
通
安
全
課
内
︶

　
3
０
４
８-

８
３
０-

２
９
５
８

公
図
の
閲
覧
閉
鎖
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市
政
情
報

文
化
財
防
火
デ
ー

文
化
財
防
火
デ
ー
に
伴
う

消
防
演
習
の
お
知
ら
せ

農
林
水
産
大
臣
感
謝
状

　
　
　
　
授
与
者
の
紹
介

防
火
運
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
文
化
財
は
、
私
た
ち
の
先
人
が

残
し
て
く
れ
た
貴
重
な
財
産
で
、

再
び
同
じ
も
の
を
造
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
こ
の
貴
重
な
財
産
を

火
災
か
ら
守
り
、
後
世
の
人
た
ち

に
残
し
て
お
く
こ
と
が
私
た
ち
の

努
め
で
す
。

　
私
た
ち
か
ら
生
命
や
財
産
を
奪

う
火
災
に
対
し
て
は
細
心
の
注
意

が
必
要
で
す
。﹁
暮
ら
し
の
中
に
火

の
元
の
点
検
を
習

慣
づ
け
よ
う
﹂
を

家
庭
の
合
言
葉
に

今
年
も
火
災
予
防

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

◆
熊
谷
地
区
消
防
本
部


予
防
課

　
　
　
　



3
５
２
２-

９
９
９
１

　
消
防
職
員
お
よ
び
熊
谷
消
防
団

員
に
よ
る
消
防
演
習
が
次
の
と
お

り
行
わ
れ
ま
す
。

と
き
　
１
月
21
日︵
日
︶

　
７
時
30
分
〜
８
時
30
分

と
こ
ろ
　
妻
沼
１
５
１
１


番
地
　

　
妻
沼
聖
天
山
貴
惣
門
お
よ
び
付

　
近
一
帯

　
な
お
、
当
日
は
消
防
団
員
を
招

集
す
る
た
め
の
サ
イ
レ
ン
を
な
ら

し
ま
す
が
、
火
災
と
間
違
え
な
い

よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

◆
熊
谷
地
区
消
防
本
部


警
防
課

　
　
　
　



3
５
２
２-

９
９
９
２




　
昨
年
の
10
月
27
日
、
﹁
統
計


の

日
﹂
を
記
念
し
て
農
林
水
産
大
臣

感
謝
状
伝
達
式
が
、
関
東
農
政
局

に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

授
与
者

　
小
島


新
衛
氏
︵
中
奈
良
︶

　
小
林


侑
夫
氏
︵
妻
沼
台
︶

　
吉
田


貞
博
氏
︵
中
奈
良
︶

　
小
島
氏
と
小
林
氏
は
、
農
業
経

営
統
計
調
査
農
家
と
し
て
、
永
年

に
わ
た
り
毎
日
の
現
金
収
支
お
よ

び
農
畜
産
物
の
生
産
に
必
要
な
経

費
、労
働
時
間
等
を
詳
細
に
記
帳
す

る
な
ど
、農
林
水
産
省
が
推
進
す
る

農
業
所
得
の
増
大
・
農
家
の
生
活

　

き
そ
う
も
ん

Ｑ．年金は老後の保障だけなのでは？

Ａ．それだけではありません。高齢になっ

　てから受け取る老齢基礎年金のほかにも、

　病気やけがで障害が残ったときに受けら

　れる障害基礎年金、一家の生計を支えて

　いた加入者が亡くなった時に受けられる

　遺族基礎年金があります。若くして万一

　のことが起こったときでも、年金は経済

　的に保障してくれます。ただし、保険料

　を納めていなかったり、保険料の免除や

　学生納付特例の承認を受けていないとき

　はこうした年金が受けられない場合があ

　りますので、注意しましょう。

Ｑ．学生であったり、どうしても納められ

　ないときは？

Ａ．学生であっても日本に住む20歳以上60

　歳未満の方は国民年金に加入する義務が

　あります。学生で一定の収入に満たない

　場合は「学生納付特例制度」が適用され

　ます。これは、申請して承認されると在

　学期間中の保険料が後払いできるもので、

　特例期間の後、10年間は保険料をさかの

　ぼって納付（追納）することができます。

　追納しなかった場合、年金の受給資格期

　間としては認められますが、将来受け取

　る年金額には反映されません。学生以外

　の方で収入の少ない方は「保険料免除制

　度」があります。

Ｑ．保険料は何年くらい納めるの？

Ａ．国民年金は20歳から60歳になるまでの

　40年間保険料を納め、満額の老齢基礎年

　金が受けられます。40年に足りない場合

　はその分だけ減額されます。また、年金

　を受けるためには最低25年の納付済期間

　（保険料免除期間・学生納付特例期間等

　を含む）が必要です。

　　　　

◆保険年金課　3内線２７７

　　　　

◆大里行政センター
市民環境課

　　　　

◆妻沼行政センター
市民環境課

20歳になったら国民年金20歳になったら国民年金
新成人のためのＱ＆Ａ

納
期
の
お
知
ら
せ

介
護
保
険
料
普
通
徴
収︵
７
期
︶

納
期
限
　
１
月
31
日︵
水
︶

※
安
全
・
便
利
・
確
実
な
口
座
振
替

　
の
ご
利
用
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

◆
大
里
広
域
市
町
村
圏
組
合


介

　
護
保
険
課
3
５
０
１-

１
３
３
０

納
期
の
お
知
ら
せ（
1
月
分
）

納
期
限
　
１
月
31
日︵
水
︶

●
市
・
県
民
税︵
４
期
︶

●
国
民
健
康
保
険
税︵
７
期
︶

※
市
税
の
納
入
は
、安
全
、便
利
、

　
確
実
な
口
座
振
替
の
ご
利
用
を


※
納
税
相
談
は
、
随
時
窓
口
で

　
実
施
中


◆
納
税
課
　
3
内
線
２
５
９

◆
大
里
行
政
セ
ン
タ
ー


総
務
税
務
課


◆
妻
沼
行
政
セ
ン
タ
ー


総
務
税
務
課

熊
谷
市
企
業
紹
介
支
援
サ
イ
ト

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ス
テ
ー
ジ  

く
ま
が
や
」

地
元
企
業
の
求
人
情
報
な
ど
が
満

載
で
す
。

登
録
事
業
者
も
募
集
中
！
登
録
料

は
無
料
で
す
。

　h
ttp

://
w
w
w
.b
e
a
r-
v.c

o
m
/

︵
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ア
ク
セ
ス
で
き

ま
す
。︶

◆
産
業
振
興
課
　
3
内
線
５
０
５

　
１
月
26
日
は
、
昭
和
24
年
に
奈

良
法
隆
寺
の
金
堂
壁
画
が
焼
損
し

た
日
で
す
。

　﹁
文
化
財
防
火
デ
ー
﹂は
昭
和
30

年
１
月
26
日
に
定
め
ら
れ
、毎
年
こ

の
日
を
中
心
に
全
国
的
に
文
化
財

向
上
・
農
業
経
営
の
改
善
等
各
種
施

策
に
積
極
的
に
取
組
み
、農
業
の
振

興
と
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
吉
田
氏
は
、
木
材
価
格
統
計
調

査
協
力
者
と
し
て
33
年
有
余
の
長

き
に
わ
た
り
農
林
水
産
統
計
調
査

業
務
に
積
極
的
に
協
力
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

◆
農
業
振
興
課
　
3
内
線
４
４
１

標
語
「
税
金
を
　
納
め
て
築
こ
う
　
日
本
の
未
来
」 

木
幡 

航
大
さ
ん

こ 

じ
ま
　
し
ん
え
い

こ
ば
や
し   

ゆ
き  

お

よ
し 

だ     

さ
だ
ひ
ろ
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●
熊
谷
市
役
所



3
０
４
８-

５
２
４-

１
１
１
１
　
●
大
里
行
政
セ
ン
タ
ー



3
０
４
９
３-

３
９-

０
３
１
１
　
●
妻
沼
行
政
セ
ン
タ
ー



3
０
４
８-

５
８
８-

１
３
２
１

まちの駅くまがやまちの駅くまがやまちの駅くまがやまちの駅くまがやまちの駅くまがや

道の駅めぬま道の駅めぬま道の駅めぬま道の駅めぬま道の駅めぬま

1/ 4（木）～16（火）

1/20（土）～30日（火）

1/27（土）
13：00 ～15：00

スタジオリンゴの木 デコラテ
ィブ ペインティング作品展

寺尾芳司「文字の力」

宮本町254（上熊谷駅隣）
3524-1722
水曜日休館

■［アグリパーク］ 3567-1212  開設時間 10：00～18：00 　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1月1日（月・祝）、2日（火）、10日（水） 休館
■［めぬま物産センター］ 3588-0090  開設時間 9：30～18：00（日・祝は17：30まで）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1月1日（月・祝）～5日（金） 休館

家庭ごみの収集日

 燃えるごみの収集日
【東コース】月・木曜日　【西コース】火・金曜日
 ごみ袋…透明袋・半透明袋（レジ袋も可)

 燃えないものの収集日

※車両火災を防ぐために　内容物（ガス）が残っているスプレー
　カン・カートリッジボンベが収集車の中で発火する事故が『不燃ごみ
　の日』に頻発しています。スプレーカン、カートリッジボンベは
 『ビンの日』に収集しますので、使いきってから必ず穴をあけ、ビン
　とは別にして透明袋で出してください。
※有害ごみ（蛍光管、乾電池、カガミ、体温計）は、 市役所（地下入口
　横）、行政センター、登録された自治会館や地区集会所などに設置し
　てある回収箱へ出してください。

  資源物（紙類）と粗大ごみの収集日
市内を５つの区域に分けて、それぞれ決まった曜日（毎週１回）
に収集します。
※お住まいの区域の収集日が何曜日に該当するのかは、「熊谷市く
　らしのカレンダー」３０ページをご覧ください。

　　 ◆環 境 美 化 セ ン タ ー　3５２４-７１２１
　　 ◆大里行政センター市民環境課　3０４９３-３９-４８０２
　　 ◆妻沼行政センター市民環境課　3５８８-９９８８ 

　      収　　 集　　 日

1/10（水）、2/ 7 （水）

1/17（水）、2/14（水）

1/24（水）、2/21（水）

1/31（水）、2/28（水）

　　  種　　　類

資源物（カン）

資源物（ビン）

資源物（ペットボトル）

不燃ごみ

弥藤吾720

決められた日に、8時30分までに出してください。

開
発
許
可
事
務
等
の

　
　
　
　
移
譲
に
つ
い
て

教
員
免
許
を
お
持
ち
の
方
は

登
録
を
お
願
い
し
ま
す

地
域
創
造
業
助
成
金
の

　
　
　
　
　
　
　
ご
案
内

１
月
４
日（
木
）か
ら

埼
玉
県
警
察
で
は
運
転
免
許

証
が
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
化
さ
れ
ま
す

相
談
・
申
請
窓
口
が
変
わ
り
ま
す

　
熊
谷
市
と
江
南
町
の
合
併
に
伴

い
、
２
月
13
日
か
ら
、
現
江
南
町


の
区
域
に
お
け
る
次
の
事
務
が
熊

谷
市
に
移
譲
さ
れ
ま
す
。

①
都
市
計
画
法
に
基
づ
く
開
発
許

　
可
等
の
事
務

②
建
築
基
準
法
に
基
づ
く
建
築
確

　
認
等
の
事
務
お
よ
び
建
設
リ
サ

　
イ
ク
ル
法
に
基
づ
く
工
事
届
出

　
等
の
事
務
︵
木
造
２
階
建
住
宅

　
程
度
の
も
の
に
限
る
︶

③
埼
玉
県
屋
外
広
告
物
条
例
に
基

　
づ
く
事
務

　
２
月
13
日
以
降
の
相
談
・
申
請

の
窓
口
は
、
熊
谷
市
に
な
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
開
発
指
導
課
　
3
内
線
４
５
４


◆
県


熊
谷
県
土
整
備
事
務
所


　
　
　
　



3
５
３
３-

８
７
７
８

　
様
々
な
教
育
関
係
事
業
を
進
め

る
に
あ
た
り
、
教
員
免
許
状
を
お

持
ち
の
方
で
、
必
要
に
応
じ
市
内

小
・
中
学
校
で
臨
時
に
働
い
て
い

た
だ
け
る
方
を
求
め
て
い
ま
す
。

　
教
員
免
許
状
を
お
持
ち
の
方
は
、

教
育
総
務
課
へ
登
録
を
お
願
い
し

ま
す
。

◆
教
育
総
務
課
　
3
内
線
５
１
７


　
Ｉ
Ｃ
免
許
証
は
偽
造
免
許
証
を

悪
用
し
た
振
り
込
め
詐
欺
な
ど
の

犯
罪
を
防
止
し
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

を
守
り
ま
す
。

暗
証
番
号
が
必
要
と
な
り
ま
す

　
暗
証
番
号
は
、
４
ケ
タ
の
数
字

を
２
組
設
定
し
ま
す
。

手
数
料
に
つ
い
て

　
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
を
内
蔵
し
た
た
め
、

従
来
の
手
数
料
に
４
５
０
円
を
加

え
た
額
に
変
更
と
な
り
ま
す
。

※
１
月
４
日
︵
木
︶
は
窓
口
の
混
雑

　
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
余
裕
を
持

　
っ
た
免
許
証
更
新
を
お
願
い
し

　
ま
す
。

◆
熊
谷
警
察
署

　
　
　
　



3
５
２
６-

０
１
１
０

地
域
再
生
の
核
と
な
る
産
業
に
お

け
る
創
業
を
支
援
し
ま
す

　
今
ま
で
、
サ
ー
ビ
ス
10
分
野
に

限
ら
れ
て
い
た
補
助
対
象
事
業
が

拡
大
さ
れ
、
食
料
品
製
造
業
、
飲

食
料
品
小
売
業
、
一
般
飲
食
店
の

３
分
野
が
新
た
に
対
象
に
な
り
ま

し
た
。
詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◆(

社)

埼
玉
県
雇
用
開
発
協
会


　
3
０
４
８-

８
２
４-

８
７
３
９

　 と     き

1/3（水）～5（金）
 10：00～

1/14（日）
 9：00～17：00

1/20（土）
 ①10：30～
 ②14：00～

2/3（土）

　　      内　容・費　用

新鮮な地元野菜の販売

お菓子など盛りだくさん

雑貨・衣類等のフリーマーケット

①ハンギング（午前） ②寄せ植え（午後）
費用：各3,000円（昼食または軽食付）
各先着20人　※要予約

恵方巻販売

  催し・講習会

新春野菜即売会

新春福袋販売

フリーマーケット

ガーデニング講習会

節分
え ほうまき

まちの駅ギャラリー

昔あそび（ベーゴマ、シャボン玉、スポーツ吹き矢で遊ぼう）
ミニ古本市

と      き　　　　　　　  　 内　　　　　  　     容
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老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

１
月
の

　
休
所
日

２
月
の

　
休
所
日

開
所
時
間

入
浴
時
間

１
日
︵
月
・
祝

︶〜
４
日︵
木
︶、

８
日
︵
月
・
祝

︶、９
日︵
火
︶、

15
日︵
月
︶、22
日︵
月
︶、

29
日︵
月
︶

５
日︵
月
︶、11
日︵
日
・
祝

︶、

12
日︵
月
・
休
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月
︶、
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日︵
月
︶
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※
別
府
荘
、
上
之
荘
の
利
用
に

　
あ
た
り
ま
し
て
は
、
市
内
循

　
環
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
20
人
以
上
の
団
体
で

　
送
迎
バ
ス
の
利
用
を
希
望
さ

　
れ
る
場
合
は
、
直
接
施
設
へ

　
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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１
月
の
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日

２
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の
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日

開
所
時
間
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時
間

１
日
︵
月
・
祝

︶〜
４
日︵
木
︶、

９
日︵
火
︶、10
日︵
水
︶、

16
日︵
火
︶、23
日︵
火
︶、

30
日︵
火
︶

６
日︵
火
︶、12
日︵
月
・
休

︶、

13
日︵
火
︶、20
日︵
火
︶、

27
日︵
火
︶

　
９
時
〜
16

時

　
10
時
〜
15
時

﹁
譲
っ
て
ほ
し
い
・
譲
り
ま
す
コ
ー
ナ
ー
﹂
登
録
受
付
中
　
▼
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
◆
市
民
活
動
推
進
課
　
3
内
線
２
８
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水
道
の
冬
支
度
の
季
節
で
す

　
本
格
的
な
冬
の
到
来
に
よ
り
、

給
水
管
や
水
道
メ
ー
タ
ー
、
蛇
口

が
凍
っ
て
水
が
出
な
く
な
っ
た
り
、

破
裂
し
た
り
す
る
水
道
の
凍
結
事

故
が
多
く
な
り
ま
す
。
寒
さ
は
水

道
の
大
敵
で
す
。
気
象
情
報
に
注

意
し
て
、
異
常


低
温
注
意
報
な
ど

が
出
た
と
き
に
は
特
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

凍
結
を
防
ぐ
に
は


①
給
水
管
や
蛇
口
に
は
、
毛
布
ま

　
た
は
専
用
の
保
温
材
を
巻
き
、

　
濡
れ
な


い
よ
う
に
上
か
ら
ビ
ニ

　
ー
ル
を
隙
間
な
く
巻
い
て
く
だ

　
さ
い
。

②
水
道
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
に

　
は
、
検
針
に
支
障
の
な
い
よ
う

　
に
、
布


き
れ
や
発
泡
ス
チ
ロ
ー

　
ル
な
ど
の
保
温
材
を
濡
れ
な
い

　
よ
う
に
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
に
入

　
れ
、
水
道
メ
ー
タ
ー
を
保
護
す

　
る
よ
う
に
詰
め
て
く
だ
さ
い
。

◆
工
務
課
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３
６-
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７

◆
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沼
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業
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ダイオキシン類の測定結果
　熊谷衛生センターの排ガスに含まれるダイオキシン
類を測定（平成18年 8月実施）したところ次のとおり
でした。

用語の解説
ｎｇ：ナノグラムと読み、ナノとは、10億分の１を示します。
TEQ：毒性等価換算濃度（Toxic Equivalents）の略で、多くの
　ダイオキシンの中から、最も毒性の強いダイオキシン類を１と
　換算して表した濃度を示します。
㎥Ｎ：ノルマル立方メートルと読み、気体は温度や圧力により体積
　が変化するので、０℃、１気圧に換算した状態をＮで表現したもの
　で、そのときの気体の体積を示します。

　  　 ◆大里広域市町村圏組合立
　　　　　　  熊谷衛生センター　  3５３２-２０２１

 測  定  施  設                   濃　　 　度

第１工場

第２工場

１号炉

２号炉

１号炉

２号炉






０.０００３７






０.０００２８






０.０００２７






０.００８８
国の排出基準は、平成14年12月1日から第１工場は１ｎｇ-TEQ
／㎥Ｎ、第２工場は５ｎｇ-TEQ／㎥Ｎ以下です。

濃度単位：ng-TEQ/㎥N

　犯罪を未然に防ぎ、犯罪のない平穏な暮らしを守るため、地域ぐ
るみで防犯パトロールを行う取組みが増えています。
　防犯パトロールを行うとき、特に注意していただきたいのは、「犯
人を捕まえることが目的ではない」という点です。そこに住む人た
ちが防犯に気を配り、地域ぐるみで取組んでいることを対外的にア
ピールすることが、パトロールの目的です。
　犯罪を見かけた場合は、決して無理せず110番通報などにより警
察にすみやかに通報してください。無理をすると思わぬ事故につな
がりかねませんので、くれぐれも気をつけてパトロールを行ってく
ださい。
　また、夜間パトロールでは交通事故防止のため、反射材や蛍光色
を使用した服装を心がけてください。
効果的な防犯パトロールの方法
●そろいのユニフォーム、帽子、腕章などを使用し、懐中電灯やホ
　イッスルを持つなど、防犯パトロール中であることがはっきりわ
　かるように工夫する。
●パトロール時間やコースを日によって変える。
●あいさつや子どもへの声かけ、危険箇所の点検活動など、他の活
　動とからめて行うなどの工夫をする。
　　　　　　　　　　　　　　　　　◆安心安全課　3内線339

浄
化
槽
の
適
正
な
維
持
管
理

　
浄
化
槽
の
維
持
管
理
が
適
正
に

行
わ
れ
て
い
な
い
と
、
汚
れ
た
水

が
そ
の
ま
ま
流
れ
て
、
水
路
や
川

が
汚
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
浄
化
槽
の
維
持
管
理
は
業
者
等

に
委
託
し
て
行
わ
れ
ま
す
が
、
決

め
ら
れ
た
回
数
の
保
守
点
検
や

年
１
回
の
清
掃
お
よ
び
水
質
検

査
は
必
ず
行
う
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

　
ま
た
、
ト
イ
レ
専
用
の
単
独
浄

化
槽
を
使
用
し
て
い
る
方
は
、
台

所
等
の
家
庭
雑
排
水
を
併
せ
て
処

理
で
き
る
合
併
浄
化
槽
へ
の
転
換

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

補
助
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
合
併
浄
化
槽
の
設
置
に
は
補
助

制
度
が
あ
り
ま
す
。
補
助
制
度
を

利
用
す
る
場
合
は
、
工
事
着
工
前

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
環
境
衛
生
課
　
3
内
線
３
５
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◆
大
里
行
政
セ
ン
タ
ー
市
民
環
境
課


◆
妻
沼
行
政
セ
ン
タ
ー
市
民
環
境
課


知っていると安心な防犯対策

防犯パトロール防犯パトロール

す
き
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自転車のルールを知っていますか？
交通安全最前線

　自転車は手軽で便利な乗り物ですが、守らなければならな
いルールがあります。日頃からきちんと守っていますか？
主な自転車のルール
・一時停止の標識がある交差点では必ず止まりましょう。
・夜間はライト、反射材をつけましょう。
・急な進路変更はやめましょう。必ず安全を確かめましょう。
・携帯電話を使用しながら運転してはいけません。片手運転
　になるばかりか、注意が散漫となり、大変危険です。
・傘差し運転はやめましょう。
・二人乗りは禁止です（ただし16歳以上の運転者が幼児１人
　を補助椅子をつけて同乗させることはできます）。
・お酒を飲んだら運転してはいけません。
・「自転車通行可」の歩道を通行することができますが、あ
　くまで歩行者が優先です。
・２台以上で並んで走ってはいけません。
　自転車も、ときには交通事故の加害者となり、損害賠償責
　任を問われることがあります。

ルールを守り、マナーを実践して、安全に運転しましょう。
　　　　　　　　　　　　　　◆安心安全課　3内線285 

自転車のルールを知っていますか？

地
元
農
産
物
で

　
　
　
　
健
康
な
生
活
を

　
寒
さ
が
厳
し
く
な
り
風
邪
を
ひ

き
や
す
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

風
邪
の
予
防
で
大
切
な
の
は
健
康

管
理
で
、
特
に
食
生
活
は
重
要
で

す
。
栄
養
の
あ
る
食
事
を
と
っ
て

風
邪
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

　
例
え
ば
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
は
ビ

タ
ミ
ン
Ｃ
が
豊
富
で
、
ホ
ウ
レ
ン

ソ
ウ
は
栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
優
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
小
麦
が
原
料

の
う
ど
ん
や
煮
ぼ
う
と
う
で
体
を

温
め
る
の
も
一
つ
の
方
法
で
す
。

　
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
地
元
熊
谷

を
代
表
す
る
農
産
物
で
す
。
地
元

農
産
物
は
新
鮮
な
の
で
、
栄
養
価

が
損
な
わ
れ
る
こ
と
な
く
美
味
し

く
食
べ
ら
れ
、
何
よ
り
安
全
で
健

康
的
で
す
。

　
こ
の
他
に
も
熊
谷
で
は
さ
ま
ざ

ま
な
農
産
物
が
栽
培
さ
れ
て
い
ま

す
。
美
味
し
い
地
元
農
産
物
を
食

べ
て
、
冬
の
健
康
管
理
に
努
め
ま

し
ょ
う
。
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線
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か
　
ぜお

　
い

選
挙
人
名
簿
登
録
者
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１
５
５，
４
５
０
人

上
越
新
幹
線
（
大
宮
駅
〜
熊
谷

駅
間
）
試
験
に
伴
う
列
車
夜
間

走
行
に
つ
い
て
の
お
願
い

　
自
動
列
車
制
御
装
置
の
更
新
に

伴
う
、地
上
設
備
お
よ
び
車
両
性
能

等
の
基
礎
デ
ー
タ
収
集
の
た
め
、営

業
に
供
す
る
列
車
の
運
転
が
終
了

後
、現
有
車
両
の
列
車
速
度
を
段
階

的
に
設
定
し
て
夜
間
走
行
︵
１
往

復
／
日
︶
を
左
記
に
よ
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実
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す
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こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
沿
線
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皆
さ
ん
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る

こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
ご
理
解
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お
願
い
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ま
す
。
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験
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列
車
の
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行
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谷
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金
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27
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火
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備
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上
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線

大
　
宮


͘
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谷
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時
00
分
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４
時
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分

※
当
日
の
列
車
走
行
状
況
や
試
験

　
の
進
捗
状
況
に
よ
り
時
刻
が
若

　
干
変
動
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

夜
間
列
車
走
行
速
度
　
概
ね
時
速

　
１
０
０
〜
２
４
０
㎞
︵
営
業
時

　
間
帯
の
列
車
速
度
以
下
で
走
行

　
平
成
18
年
12
月
２
日
に
選
挙
人

名
簿
の
定
時
登
録
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行
わ
れ
、９
月

の
定
時
登
録
者
と
比
較
し
、
男
性

２
０
３
人
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性
１
１
８
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増
加

し
ま
し
た
。
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遅
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な
い

・
砂
場
は
き
れ
い
に
使
う

　
そ
の
他
、
近
く
の
家
や
他
の
利

用
者
に
迷
惑
を
か
け
る
行
為
は
や

め
ま
し
ょ
う
。

※
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。
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●大里行政センター
　　　　　　　30493-39-0311

●妻沼行政センター
　　　　　　　3048-588-1321

講　習講　習

　　　    だるま市
とき　2月7日（水）
ところ　星川通り
◆商業観光課　3内線312

  市指定無形民俗文化財のお知らせ
 今井の廻り地蔵「お地蔵様のお廻り」

とき　1月16日（火）　
　10：00～11：00（予定） 
ところ　浄業庵（今井）
◆社会教育課　3内線394

　  夢いっぱいアート展

とき　2月1日（木）～4日（日）、
　6日（火）、7日（水）   
　9：00～17：00（7日〈水〉は14：00まで）
ところ　妻沼展示館 大展示室
内容　市内および江南町内小・中学
　校特殊学級と近隣の養護学校に通
　う児童・生徒の図画・工作・習字・
　作業学習制作品などの力作６００点
◆学校教育課　3内線383

  荒川大麻生公園
      自然ふれあいイベント

●わくわく野あそび隊
  「発見！冬のたからもの」
とき　1月21日（日）
　10：00～12：00（雨天中止）
 

じょう  ご    あん

ところ　荒川大麻生公園（自由広
　場駐車場に集合）
費用　大人３００円  子ども（小学生
　以下）１００円　※保険代など 
定員　３０人
※初めて参加の方には地図をお送りします。
申込み　開催前日までに電話で下記へ。
◆（財）埼玉県生態系保護協会
　3０４８-６４５-０５７０

   県民みんなの
   森林づくりシンポジウム

とき　1月27日（土）12：30～15：30
ところ　熊谷文化創造館さくらめ
　いと 太陽のホール
内容　柳生真吾氏（「ＮＨＫ趣味の
　園芸」司会）の講演 等
費用　無料
定員　先着１,０００人
申込み　往復ハガキまたはＦＡＸ・Ｅ
　メールで、郵便番号・住所・氏名・電
　話番号・参加人数を明記し下記へ。
　郵送：〒３３０-９３０１（住所不要）
　　埼玉県庁森づくり課（シンポジウム担当あて）
　ＦＡＸ：０４８-８３０-４８３９
　Ｅメール：a４３００-０１@pref.saitama.lg.jp 
申込期限　１月１７日（水）
◆県 森づくり課
　3０４８-８３０-４３０１

 平成１８年度児童虐待防止
 ネットワーク会議全体会議講演

とき　1月19日（金）14：00～
　16：00 
ところ　文化センター文化会館
内容　講演：「子育て支援は母親支援」
　講師：菅井正彦氏（神奈川県小児療
　育相談センター子育て事業部長）
費用　無料
定員　先着５００人
申込み　１月１３日（土）までに電話
　で下記へ。
◆熊谷児童相談所 3５２１-４１５２

  埼玉県子どもの人権
          シンポジウム２００６

とき　1月19日（金） 13：00～
　16：30
ところ　さいたま共済会館（さいたま市）
 

内容　基調講演およびパネルディ

　スカッション

費用　無料

定員　先着２００人 

申込み　１月１２日（金）までに、電

　話で下記へ。

◆子どもの権利擁護委員会事務局 

　3０４８-８３４-８７５５

「あついぞ！熊谷」まちづくり事業
  活動パネル展

とき　1月30日（火）～2月9日（金）

　午前中

ところ　市役所１階ロビー（南側）

◆政策調査課　3内線369

　 ブロッコリー料理教室

とき　1月30日（火）

　9：30～12：30頃

ところ　農業活性化センター

  「アグリメイト」

講師　豆の木クラブ

費用　４００円

定員　２０人（抽選）

申込み　往復ハガキ（１人１通）

　に郵便番号・住所・氏名・電話番

　号を明記して１月２２日（月）まで

　に下記へ。

◆農業振興課　3内線442

　　   初級韓国語教室

とき　2月2日～3月9日の毎週金

　曜日（全６回） 10：00～11：30

ところ　緑化センター

講師　外国人講師

費用　３,０００円（ただし国際交流協

　会会員は２,０００円）

定員　２５人（抽選）

申込み　１月２２日（月）までに、ハ

　ガキ（１人１通）に講座名・郵便番

　号・住所・氏名（ふりがな）・年齢

　・電話番号・会員の方は会員と

　明記し下記へ。

◆広報広聴課　3内線220

も　  り　
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●熊谷市役所

3048-524-1111

〒３６０-８６０１
宮町2丁目４７-１


 世界の料理「日本の家庭料理編」

対象　外国の方
とき　2月25日（日） 10：00～13：00 
ところ　熊谷中央公民館 料理教室
費用　５００円
定員　２５人（抽選）
申込み　２月９日（金）までに、ハガ
　キ（１人１通）に教室名・郵便番号
　・住所・氏名（ふりがな）・年齢・
　電話番号を明記し下記へ。
◆広報広聴課　3内線220

     甲種防火管理講習会

とき　2月8日（木）、 9日（金）（２日間）
　9：00～17：00
ところ 江南町総合文化会館（ピピア）
申込期間 １月１５日（月）～２６日（金）
  （土・日曜日を除く） ９：００～１７：００
申込場所 熊谷・中央・妻沼消防署
用意するもの　写真（縦３cm×横
　２．４cm）証明用で６か月以内に
　撮影した無帽、無背景のもの　
　※申込時使用　
費用　４，６００円（申込時に納入）　
定員 先着１３０人
◆熊谷地区消防本部 予防課
　3５２２-９９９１

　  再就職支援セミナー

対象　再就職を考えている方

ところ　男女共同参画推進センター
  「ハートピア」会議室
定員　先着３０人
申込み　1月16日（火）から男女共
　同参画室へ。
※保育（２歳以上の未就学児）をご希望
　の方は申込みの際、お申出ください。
◆男女共同参画室　3５９９-００１１

  第４１回熊谷地区労働商工セミナー　

とき　2月9日（金）　18：00～
　19：30（17：30 開場）
ところ　商工会館 大ホール
テーマ　年収３００万円時代を生き
　抜く経済学

 

と　　き　　　 テーマおよび講師

2/23（金）
10：00～
　　12：00

「“私の働き方”再発見！」
　志村 登氏
（就職支援ナビゲーター）

講師　森永卓郎氏（エコノミスト）
費用　無料
定員　先着１５０人　
申込み　1月１０日（水）～２月２日（金）
　に、電話またはFAXで下記へ。  
◆商業観光課　3内線477
　FAX５２５-９３３５

　　　経営革新セミナー

とき　1月23日（火）
　13：30～15：30
ところ　商工会館２階 大ホール
内容　実際に経営革新を進めてい
　る企業の経営者から、成功のポ
　イントや取組みの急所を失敗談
　も踏まえてお話いただきます。
講師　第１部：強谷隆彦氏（秩父
　電子株式会社 代表取締役）　
　第２部：關 仁一氏（有限会社パ
　リヱブティック 代表取締役）
定員　８０人
申込み　電話で下記へ。
◆埼玉県北部産業労働センター
　3５２３-２８１７
◆熊谷商工会議所　3５２１-４６００

　　    パソコン教室

対象　市内に在住・在勤の方でパ
　ソコンを持参できる方
とき　1月17日（水）・18日（木）・ 
　22日（月）・ 23日（火） 
　19：00～21：00
ところ　大里商工会 会議室
内容　エクセルコース（４日間） 
費用　２,０００円（テキスト代等） 
定員　先着１０人
申込み　１月１５日（月）までに電話で下記へ。 
◆大里商工会　3０４９３-３９-０４８２ 
　中曽根６４０-１

　　    消費生活講座
  ～悪質商法被害防止と対処法～

対象　障害をお持ちの方とそのご
　家族・関係の方
とき　2月17日（土）13：30～15：00
ところ　勤労会館 1階大ホール
講師　小柳越子氏（消費生活専門相談員）
費用　無料
申込み　電話またはFAXで下記へ。
◆大里障害者生活支援センター
　3５２８-３６２０　FAX５２８-３６１９

 AED（自動体外式除細動器）講習会 

とき　1月20日（土）13：30～16：30
ところ　ハートピア会議室（ティアラ２１ ４階）
指導者　大久保実氏（AEDインストラクター） 
費用　２，０００円
定員　２０人（抽選）
申込み　１月１８日（木）までに郵便
　番号・住所・氏名・年齢・職業・
　電話番号・FAX番号を明記のうえ、
　ハガキまたはFAXにて下記へ。 
◆NPO法人 AED普及協会（野口）
　〒３６０-００２３　佐谷田４０１１-２　
　FAX５２４-３８３４

　ワンポイント介護教室

対象　市内在住で高齢者を介護し
　ている方、介護に関心のある方
   （ヘルパーなどの資格を持っている方は除く）
内容

　

時間　10：00～11：30
ところ　熊谷市在宅介護支援セン
　ター クイーンズビラ
費用　無料
定員　各日とも４０人程度
申込み　電話で下記へ。
◆熊谷市在宅介護支援センター クイーンズビラ
　3５２３-６５５５ 
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新介護保険制度と熊谷市の新しい
在宅福祉サービスについて
日常生活の援助（１）

高齢者の口腔内の清潔について

高齢者の楽しいリハビリ（実技）

日常生活の援助（２）

糖尿病・高血圧の方のための食事

高齢者を狙う悪質商法の手口を学ぶ

ケアマネー
ジャー

保健師

歯科医師

理学療法士

保健師

栄養士

消費生活専
門相談員

1月21日（日）

     28日（日）

2月 4 日（日）

     18日（日）

3月 4 日（日）

     11日（日）

     25日（日）

と　き　　　 内　　　 容　　   講  師

こうくう

ねら

募　集募　集

 大里広域市町村圏組合
                  嘱託職員募集

募集職種　介護保険事業の認定調査員
応募資格　次の要件のすべてを満
　たす方　①介護支援専門員、看
　護師、保健師のいずれかの資格
　を有する方 ※認定調査経験の
　有無は問いません。
　②普通自動車運転免許のある方


●妻沼行政センター


3048-588-1321
●大里行政センター

30493-39-0311

試　験試　験

　③昭和２２年４月２日以降に生まれた方
募集人員　若干名
応募受付　１月９日（火）～２月９日（金）
 （土、日曜日除く  ８：３０～１７：００）
採用予定日　平成１９年４月１日
※応募方法、勤務条件等について
　は下記へお問合せください。　
◆大里広域市町村圏組合 介護保険課
　3５０１-１３３０

  投票立会人を公募します
 成人式を迎えた記念に
　　   そして２０歳代の思い出に

　平成１９年４月に行われる統一地

方選の投票立会人を募集します。

対象　市内在住の新成人または２０

　歳代の有権者

募集人員　各投票所１人（抽選）

立会時間　投票日の６：３０～２０：３０

対象投票所　ご自身が投票する投票所

応募期限　２月１６日（金）

応募方法　電話またはＥメールで下記へ。

※立会人には報酬が支給されます。

※なお、期日前投票所の立会人も６

　人程度募集しています。詳細は、

　市ホームページをご覧ください。

◆選挙管理委員会事務局　3内線397

　Ｅメール：senkan@city.kumagaya.lg.jp

  第２回熊谷市観光写真
         コンクール作品募集　

  「熊谷市の魅力発見」をテーマ
に熊谷市の名所・風景・祭等の写
真を募集します。今回は、２月に
合併する江南町の作品も対象とし
ます。
対象作品　平成１８年中に熊谷市内
　・江南町内で撮影された作品で、
　他のコンクールに応募していな
　いもの。サイズは四つ切、また
　はワイド四つ切、デジカメで撮
　影された写真も可。
応募期限　１月３１日（水）
展示会　３月１４日（水）～２０日（火）
　市役所１階ロビー
※詳細は市ホームページをご覧い
　ただくか、下記までお問合せく
　ださい。
◆商業観光課　3内線312

  第３２回 公募 熊谷市
      勤労者文化展作品募集

とき　1月25日（木）～29日（月）

ところ　八木橋百貨店 ８階カトレ

　アホール

出品資格　市内に在勤または在住

　する勤労者およびその家族で、

　１５歳以上の方

出品種目　絵画・書・写真・手工

　芸（手芸・工芸）・彫刻

※他の公募展に陳列された作品は

　出品できません。

出品点数　１人１種目１点

出品料　１点につき１,０００円

作品搬入　１月２１日（日） １３：００～１７：００ 

　市民ホール（熊谷中央公民館）

※申込書は搬入時に提出してくだ

　さい（市民ホールにもあります）。

◆商業観光課　3内線499

  県立高等技術専門校
         体験入校参加者募集

対象　入校希望者・「ものづくり体

　験」をしたい、概ね３０歳までの方

  （高校生、フリーター等）

とき　1月13日（土）

ところ　熊谷高等技術専門校　 

内容　自動車整備体験、ＣＡＤによ

　る図面作成、木材加工体験、電

　気配線体験、樹木の剪定体験

申込み　実施前日までに、電話で

　下記へ。

◆熊谷高等技術専門校  3５３２-６５５９

   平成１８年度
   第７回危険物取扱者試験

とき　2月18日（日）
ところ　芝浦工業大学（さいたま市）
種類　全類
願書受付　１月１５日（月）～２５日（木）
※受験申請は郵送です。願書は下
　記にあります。
◆熊谷地区消防本部 予防課

　3５２２-９９９１
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　熊谷市手話通訳派遣事業
　登録手話通訳者選考試験

とき　2月25日（日）
ところ　障害福祉会館
応募期限　１月２６日（金）
  （土・日曜日、祝日を除く）
受験料　無料
※募集要項・申込書は、障害福祉課
  （市役所１階）で配布します。
◆障害福祉課　3内線287
　FAX５２４-８７９０

　　   　自衛官募集

自衛隊生徒
受付期間　1月9日（火）まで
応募資格　日本国籍を有し、平成
　１９年４月１日現在、１５歳以上１７
　歳未満の男子で中学校卒業者
 （卒業見込み含む）
２等陸・海・空士
受付期間　３月上旬まで
応募資格　日本国籍を有し、平成
　１９年４月１日現在、１８歳以上２７
　歳未満の男子 
予備自衛官補
受付期間　1月上旬～４月上旬
応募資格　一般：１８歳以上３４歳未満
　の方　技能：１８歳以上で保有する
　技能に応じ５３～５５歳未満の方
※問合せ、願書・資料の請求は下記へ。
◆自衛隊 埼玉地方協力本部 熊谷地域事務所　 
　3５２２-４８５５

スポーツスポーツ

　　  春スキーの集い

対象　市内在住・在勤の小学生親
　子および中学生
とき　3月3日(土)　※日帰り
ところ　水上高原スキー場（群馬県）
費用　中学生以上：６，５００円　小学
　生：５，０００円（バス代・講習費・リフト
　券・昼食・保険料等）※貸しスキーは別途
定員　先着１００人 
申込み　１月１８日（木）～２月２０日（火）
　に費用を添えて保健体育課または教
　育委員会大里事務所・妻沼事務所へ。　　
◆保健体育課　3内線391

せん  てい
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費用　傷害保険料１,５００円、入場時
　には屋内プール利用券等。なお、
　講習料は無料。
定員　各クラス先着３０人 
申込み　１月８日（月・祝）～１８日（木）
　に費用を添えて屋内プール事務
　室へ。ただし、電話での申込み
　はできません。　 
◆熊谷運動公園屋内プール事務室 
　3５３３-９１００

  県立熊谷女子高校
             テニスコート開放

対象　個人およびグループ
開放日　1月22日（月）～3月9日
  （金）の平日
　9：30～15：30
※ただし３月５日（月）以降は午前
　のみ
※学校行事等で使用できない日も
　あります。
費用　無料
※ラケット・ボール・靴は持参し
　てください（必ずテニスシュー
　ズを履いてください）。
◆県立 熊谷女子高校（体育科 深谷）
　3５２１-００１５

    総合型地域スポーツクラブ
   「ピースふぁいぶるクラブ」
 活動紹介展示会とクラブ説明会

内容　①写真、作品等の展示によ
　るクラブの活動紹介
　②クラブ設立に向けた説明会と
　アトラクション（宝井琴嶺師匠
  〈女流講談師〉の講談）
とき　①2月13日（火）～16日（金）
　9：00～17：00
　②2月18日（日） 
　13：30～15：30
ところ　①市役所１階ロビー
　②熊谷文化創造館さくらめいと
費用　無料（ただし、②は整理券が必要）
※整理券は、①の会場で各日
　９：００～１２：００に配布します。
定員　②のみ先着１００人
◆｢ピースふぁいぶるクラブ｣（代表・中村）
　3５２１-１３２５
◆保健体育課　3内線391

 初心者クラス 
（初めての方、まったく泳げない方） 

 初級クラス  
（息つぎができない方） 

 中級クラス  
（５０ｍ以上泳げる方） 

13：30～14：30 

13：30～14：30

14：30～15：30

ク　　ラ　　ス　　　　時　　間

   熊谷さくらマラソン大会
          参加者募集中

申込締切　2月9日（金）
大会期日　３月２５日（日）
会場　熊谷運動公園陸上競技場

参加費　一般・壮年（４０歳以上）＝
　３，０００円　ジュニア（１５～１８歳）
　＝１，５００円　小・中学生＝５００円
　親子マラソン＝２，５００円
申込み　専用の申込用紙での郵便
　振替か、保健体育課または、教
　育委員会大里事務所・妻沼事務
　所まで。
特別招待選手　・吉田香織氏
   (資生堂ランニングクラブ所属・ 
　２００６年北海道マラソン優勝者）
　・大東文化大学陸上競技部
◆エントリーセンター
　3０３-３７１４-７９２４
◆保健体育課　3内線392

 熊谷市勤労者スポーツ大会
          （卓球の部）

出場資格　市内在住または在勤の
　勤労者およびその家族
とき　3月4日（日）
ところ　市民体育館
種目　①団体戦　男女とも１チー
　ム４～６人　②個人戦　一般一部
　（経験者）、一般二部（一部以外
　の初心者）、シニア（３５歳以上）、
　ベテラン（４５歳以上）
参加費　１人１種目２５０円 
申込期間　２月１日（木）～８日（木） 
※土、日曜日を除く
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申込用紙の交付および申込場所

　商業観光課（市役所７階）

申込み　事業所チームは事業主が、

　事業所以外のチームは選手の在

　勤証明書を添付し、代表者が申

　込んでください。

◆商業観光課　3内線477

 熊谷市スポーツ・レクリエーション
 指導者バンク

登録指導者募集

　指導者バンクとは、市内のスポ

ーツ・レクリエーション指導者を

登録し、市民皆さんからの要請に

応じて、指導者を紹介します。

登録指導者　生涯スポーツ活動に

　対して十分な理解と知識を有し、

　指導者バンクの事業に積極的に

　協力していただける方

申請方法　申請書、写真（縦３cm

　横２．４cm）を保健体育課（市役

　所６階）へ。申請書には、資格、

　活動歴等を書いていただきます。

募集期間　１月１１日（木）～２月１３

　日（火）

指導者活用について

指導者の紹介　登録指導者名簿か

　ら選定し、指導者と直接交渉し

　ます。

派遣の経費　謝金・旅費・保険料

　等は、依頼者の負担とします。

指導期間　依頼者が直接交渉して

　決定します。

名簿設置場所　保健体育課および

　市内各小中学校・各公民館

◆保健体育課　3内線392

 熊谷運動公園屋内プ－ル「アクアピア」
　　　　 水泳教室

対象　高校生以上

とき　1月22日～2月12日の毎

　週月・水・金曜日（計１０回） 

たからい  きん れい  

男子　一般、壮年

女子　一般

男子　一般、壮年、ジュニア

女子　一般

男子　一般・壮年、中学生

女子　一般､ジュニア、中学生

男子　小学５年生、６年生

女子　小学５年生、６年生

男子　小学４年生

女子　小学４年生

小学１～３年生の男子親子ペア

小学１～３年生の女子親子ペア

種　　　        目

 ハーフマラソン
  （２１.０９７５km）

 １０ｋｍ

 ５ ｋｍ

 ２.５ｋｍ

 １.２ｋｍ

 １.２ｋｍ 
  親子マラソン

●各種相談 お気軽にご利用ください。（秘密厳守・無料）
　相　談　名

法　　　　　律

税　　　　　務

行　　　　　政

登　



　　　記

行政書士（注１）

不　　動　　産

住　　　　　宅

消　費　生　活

金融よろず相談
(中小企業向け)

特　設　人　権

生　活　相　談

　 　 問　　合　　せ

市民相談室
　3524-1111　内線460・461
妻沼行政センター総務税務課
　3588-1321　内線305

市民相談室3524-1111

内線460・461

妻沼行政センター総務税務課
  3588-1321　内線304

大里行政センター総務税務課
　30493-39-0311

妻沼行政センター総務税務課
　3588-1321　内線305

市民相談室




3524-1111　内線460・461

　　
〃　　







内線283


商業観光課
　3524-1111　内線467


人権政策課
　3524-1111　内線356


人権政策課
　3524-1111　内線26
2

　　
場　　　　　所

市民相談室（市役所１階）

妻沼行政センター（２階）

市民相談室（市役所１階）

妻沼勤労福祉会館（２階相談室）

市民相談室（市役所１階）

大里コミュニティセンター

妻沼行政センター（２階）

市民相談室（市役所１階）

商工会館

めぬま農業研修センター

大里コミュニティセンター

春日文化センター

代集会所（代279-3）

上中条第３集会所
　　　　　　（上中条1620）

　時　　間

13：00～16：00






（要予約）

　　　〃

13：00～16：00

13：00～15：20

10：00～15：00

　　　〃

　　　〃

10：00～16：00

10：00～15：00



9：00～12：00

13：00～16：00



9：30～16：00

13：00～16：00
　


（要予約）

10：00～15：00

13：30～16：30

　

相　談　日

１/４㈭・18㈭

２/１㈭

１/11㈭・25㈭
２/８㈭

１/11㈭･２/８㈭


1
/10㈬

１/17㈬・２/14㈬

１/９㈫・２/６㈫

１/25㈭・２/22㈭


1
/22㈪・２/19㈪

１/15㈪
・２/５㈪

１/16㈫・２/20㈫

１/23㈫
・２/27㈫

毎週月・火・水・金曜日
　（木・祝日を除く）

１/５㈮・２/２㈮

１/11㈭
・２/８㈭

１/18㈭


１/４㈭

２/１㈭

１/24㈬

２/７㈬

　　相　談　員

弁護士

税理士

行政相談委員

司法書士
土地家屋調査士

行政書士

宅地建物取引主任者

建築士

消費生活相談員

中小企業診断士

人権擁護委員

生活相談員・市職員

※相談時間は、午前中は12時まで、午後は13時からです。

市民相談室




3524-1111　内線460・461

特許活用相談会（県） 特許情報活用
支援アドバイザー

１/24㈬ 13：00～17：00
埼玉県産業技術総合センター
北部研究所（末広2-133）

知的財産総合支援センター埼玉
　　　　　　

3048-647-4245

コミュニティセンター

大里コミュニティセンター

妻沼行政センター（２階）

１/５㈮

１/12㈮

１/19㈮

結　婚　相　談　

結婚相談員 13：00～16：00

社会福祉協議会熊谷支所3521-2735

社会福祉協議会大里支所30493-39-0471

社会福祉協議会妻沼支所3588-2888
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毎
月
第
3
金
曜
日
は
「
少
年
を
非
行
か
ら
ま
も
る
日
」
、
毎
月
第
3
日
曜
日
は
「
家
庭
の
日
」
で
す
。

（注１）１月の行政書士相談は、遺産分割協議書、遺言についてです。
　　　　２月の行政書士相談は、建設業、宅建業、産業廃棄物許可申請等についてです。

月～金曜日、第1・3土曜日
（祝日は除く）

 1 /12（金）

 1 /26（金）・ 2 /23（金）　

 1 /10（水）・17（水）
 2 /14（水）・21（水）

暮らしの
アドバイス
暮らしの
アドバイス

相談相談

子どもの電話相談子どもの電話相談
●教育上の悩み・不安について
　電話教育相談 教育研究所　
　3５２４-１１１１　内線３８３
●ひとりで悩まないで相談しませんか
　子どもスマイルネット（県）　
　3０４８-８２２-７００７
●非行・家庭内暴力・犯罪・いじめ など
　毎週火・金曜日　9：00～16：00
　北部少年サポートセンター 熊谷相談室
　（埼玉県警）　
　3５２４-４０１６

●子育て・青少年に関する悩みごと、児童虐待について
・子どもあんしんダイヤル　
　3５２７-２７００（家庭児童相談室直通）
　　心理カウンセラー（臨床心理士）による相談日
　　1月26日（金）・2月23日（金）
　　9：00～16：00（要予約）
・熊谷児童相談所（県）　3５２１-４１５２
●いま、いじめで悩んでいる君へ
　教育110番　3５２５-７８３０（直通）
●不登校に関する悩みごと
　さくら教室電話相談（月曜日休）3５２３-１５７０（直通）

  

◆男女共同参画推進センター「ハートピア」相談室
　　　　　　　　　　　　　　　　　　    3599-0015

男女共同参画推進センター 相談のご案内
　配偶者等からの暴力（ＤV）を中心に、暴力被害に伴う夫
婦間の問題など、男女共同参画社会の実現を阻む要因とな
る問題の悩みをお聞きし、いっしょに考えます。

電話・面接相談

弁護士による相談
（要予約）
臨床心理士による相談
（要予約）

保健師による相談
（要予約）

  9：00～17：15

13：30～15：00

  9：00～16：00

13：30～15：30

相　談　名




　　　　　　
相　談　日
　　　　









時　　間

◆関東信越税理士会 熊谷支部事務局　3521-3312

税理士による還付申告相談 　2月1日（木）～15日（木）の間（土・日曜日、祝日は除く）税理士事務所におい
て、所得金額が300万円以下の給与所得者および年金受給者の還付申告相談と
申告書の作成指導を無料で行いますので、左記までお問合せください。

北部地域創造センター
　　　　

　　　3522-6506

　　　〃　

　　3521-7300

消費生活支援センター熊谷
　　　　
　　　
3524-0999

北部産業労働センター
　　　　
　　　
3523-2817

さいたま地方法務局熊谷支局
　　　　

　　　3524-8805

法　　　

律（県）

県 民 相 談（県）

交通事故相談（県）

消費生活相談（県）

労 働 相 談（県）

常 設 人 権（国）

弁護士

県民相談員

交通事故相談員

消費生活相談員

弁護士

人権擁護委員

第１～３水曜日（祝日を除く）

月～金曜日（祝日を除く）

　　　　　〃

　　　　　〃

第１～４金曜日（祝日を除く）

毎週水曜日（祝日を除く）

13：00～16：00（要予約）


9：00～16：00

　








〃


9：30～16：00

10：00～12：00
　

（要予約）


9：00～16：00

埼玉県北部地域創造センター
　

（県熊谷地方庁舎内）

埼玉県消費生活支援センター熊谷

埼玉県北部産業労働センター
　　（県熊谷地方庁舎内）

さいたま地方法務局熊谷支局
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